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	応用
	抗原情報
	背景
	α1アドレナリン受容体（α1AR）は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーのメンバーです。これらの受容体は、細胞分裂促進反応を活性化し、多くの細胞の成長と増殖を制御します。α1ARには、α1A、α1B、α1Dの3つのサブタイプがあり、いずれもGタンパク質ファミリーのGq/11を介してシグナル伝達し、サブタイプによって活性化パターンが異なります。この遺伝子はα1Aアドレナリン受容体をコードします。この遺伝子の選択的スプライシングにより、4つの転写バリアントが生成されます。これらの転写バリアントは、それぞれ異なるC末端を持ちながら、類似したリガンド結合特性を持つ4つの異なるアイソフォームをコードします。[RefSeq提供、2008年7月] 機能：このαアドレナリン受容体は、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質と結合することで作用を媒介します。その効果はG(q)およびG(11)タンパク質によって媒介される。,PTM：カルボキシル末端のセリンまたはスレオニン残基はリン酸化される可能性がある。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：心臓、脳、肝臓、前立腺で発現するが、腎臓、肺、副腎、大動脈、下垂体では発現しない。アイソフォーム4は前立腺で最も多く発現するアイソフォームであり、肝臓と心臓でも高濃度で検出される。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	ADRA1A抗体を用いたlOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AR-α1Aポリクローナル抗体を用いたlOVO細胞のウェスタンブロット解析

